
平成 22 年度全日本体操競技選手権大会 個人出場基準    2009．09．16 

平成22 年度 男子出場基準／改正案 平成22 年度 女子出場基準／改正案 

①2009 年度に行われた全日本社会人選手権 1 部、 

全日本学生選手権1・2 部（団体選手権）および 

全日本ジュニア選手権1 部に出場した選手の個人 

成績を並べ、上位60 名 

②本協会推薦7 名 

③上記大会（ジュニアを除く）の団体成績を並べ、上位 

10 チームに各1 名の個人出場枠を与える 

④男子体操競技委員会推薦 ジュニア 7 名 

 

 ※総数 84 名 

 ※各班（1 組6 名×7 組）×2 

 ※上記③を辞退したチームがある場合、その枠は 

   協会推薦枠として追加する。 

※上記②③に該当する選手が満たない場合は、 

61 位以下の選手を枠数に応じて繰り上げる。 

 

①2009 年度に行われた全日本社会人選手権 1 部、 

全日本学生選手権1・2 部（団体選手権）および 

全日本ジュニア選手権1 部に出場した選手の個人 

成績を並べ、上位60 名 

（追記） 

ただし、それぞれの予選大会より 1 所属6 名までの 

出場とする。また、予選会において個人総合60位より

得点を得ている選手は②協会推薦出場枠の対象と 

なる。 

 

②本協会推薦6 名 

③上記大会の団体成績を並べ、上位6 チームに各 

1 名の個人出場枠を与える 

 

 ※総数 72 名 

 ※各班（1 組6 名×4 組）×3 

 ※上記③を辞退したチームがある場合、その枠は 

   協会推薦枠として追加する。 

※上記②③に該当する選手が満たない場合は、 

61 位以下の選手を枠数に応じて繰り上げる。 

 

 


